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 学校概要  
本校は、昭和58年4月1日に開校した、板橋区内で最も新しい中学校です。これまでに5,000人を超える卒業生

が巣立ち、今ではさまざまな分野で活躍しています。 
校門をくぐると、まず目に飛び込んでくるのが、正面玄関前にそびえる一本の大きなくすの木です。このくすの

木は、本校のシンボルとして長年親しまれており、初代卒業生たちは次のような想いを寄せています。 
「このくすの木は、志村第五中学校の象徴です。くすの木は日本の樹木の中でも最大級で、全体に良い香りを

放っています。私たち志村第五中の生徒も、このくすの木のように豊かな心と強い体を育て、大きく成長していき
たいと思います。」 
今後もこのくすの木を大切に守りながら、生徒一人ひとりの健やかな成長を見守り続けていきます。 

教育目標  沿 革  
夢に向かって全力を尽くし社会に貢献

しようとする自立した人に成長することを

願い、次のような生徒を育成する。 

○自ら考え行動し 進んで学ぶ人 
○思いやりの心をもち 社会に貢
献できる人 

○豊かな情操と体力をはぐくみ 
心身ともに健康な人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和58年 4月 1日 開校   校章制定 

平成 3年 1月29日 板橋区健全育成地域共同推進校 

（健全育成をめざした学校教育の推進）発表 

5年10月30日 創立10周年記念式典挙行 

9年10月24日 平成8・9年度東京都いじめ問題解決推進モデル地域事業委託校 

研究発表 

平成8・9年度      文部省スクールカウンセラー活用調査研究校研究発表 

15年11月 8日 創立20周年記念式典挙行 

24年 5月 2日 いたばしの教育ビジョン推進研究校（キャリア教育） 

25年11月 2日 創立30周年記念式典挙行 

29年11月28日 平成28・29年度東京都教育委員会 人権尊重教育推進校研究発表 

30年 4月 1日 平成30年度「小中一貫による学力向上」研究指定校 

31年 4月 1日 平成31年度「小中一貫による学力向上」研究指定校 

令和 2年 4月 1日 令和２年度「小中一貫による学力向上」研究指定校 

3年 4月 1日 令和３年度「小中一貫による学力向上」研究指定校 

令和３・４年度「読み解く力」研究奨励校 

4年11月30日 令和３・４年度「読み解く力」研究奨励校研究発表 

5年11月 3日 創立40周年記念式典 

めざす学校像 

「生徒、保護者、地域、教職員が自校の良さを語れる学校」 

 

生徒、保護者、地域、教職員が実感した 
志五中の良さ！ 

志五中では、生徒同士や先生との温かい人間関係
の中で、多様性を尊重し、高め合いながら文武両道に
励むことができます。 落ち着いた環境で安心して過ご
せることに加え、地域とのつながりを大切にし、行事に
も全力で取り組むことで、生徒は大きく成長できます。 

 

部活動 
本校の部活動は、どの部も熱心に活動しています。 

 

【運動部】 

サッカー、バスケットボール、

バドミントン、 硬式テニス、 

陸上競技、水泳 

【文化部】 

吹奏楽、工作、美術、 

茶華道、演劇 

 

行 事 本校では、生徒一人ひとりが主体的に参加し、全校で力を合わせて取り組む行事がいくつもあります。 
その代表的な行事のひとつが「運動会」です。演技や競技だけでなく、練習や準備、片付けに至るまで、生徒たちは真

剣に取り組み、達成感と一体感を味わいます。 
秋には「文化発表会」が行われます。学年ごとの合唱では、心をひとつにして歌い上げ、志村第五中学校ならではの美

しいハーモニーが響き渡ります。 

また、各学年には、成長の節目となる宿泊行事もあります。 
7年生：富士見高原移動教室（2泊3日）・・・八ヶ岳の大自然にふれながら、仲間との絆を深めます。 
8年生：志賀高原スキー教室（2泊3日）・・・初心者も経験者も楽しめる内容で、全員がスキーの魅力を体験します。 
9年生：京都・奈良修学旅行（2泊3日）・・・歴史や伝統文化にふれ、仲間とともに中学校生活の思い出を深めます。 
これらの行事は、生徒たちにとってかけがえのない経験となり、大きな成長へとつながっています。 

 

10 志村第五中学校 

     毎日の授業等の様子は学校日記をご覧ください。 

https://www.ita.ed.jp/1320134/weblog 

 

https://www.ita.ed.jp/1320134/weblog

